
質問東京都が 21年度予算で予定している「緊急雇用対策」と言
うものがあります。雇用創出を目的としていて、公園本来の機
能回復・福祉施設の社会貢献・放置自転車対策など雇用創出の
高い事業を区市町村が行う場合に支援するとあります。そこで、
新入学などの 4 月に新しい駐輪場の利用者も増え今後の対策を
練るための情報収集として、現在の駐輪場の利用理由（通勤・
通学など）利用内容や利用者への利用方法の周知のために利用
できませんか？

答え現在私どもでは、詳細はいただいておりません。東京都か
ら説明を受けた後に内容の検討に入りたいと思っております。

要望現在の収容率は 140％・180％と自転車が収まりきらない状
態です。朝の利用なのか？夜の利用なのか？東京都の雇用対策
の予算が利用できるのなら利用情報の収集・分析を行ってくだ
さい。

写真
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平成２０年度第４回定例会一般質問項目

● 早急な高齢者の現状把握

● 市民力の活用（道路・公園などの管理）

● 駅前自転車の対策

● 補助金の透明性と新しい補助金交付策

質
問

高
齢
者
の
現
状
把
握
は
、
３
月
議
会
・
６
月
議
会
と
連
続
し
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
毎
回
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
言
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
把
握
す
る
こ
と
で
高
齢

者
の
孤
独
死
な
ど
が
未
然
に
防
げ
る
か
ら
で
す
。
今
回
や
っ
と
１
０
月
に
住
民
基
本
台
帳
か

ら
高
齢
者
情
報
を
把
握
し
た
と
の
事
で
す
が
、
ひ
と
つ
市
長
並
び
に
職
員
に
伝
え
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
９
月
の
議
会
の
少
し
前
ぐ
ら
い
か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
で
す
。
４
人
の
方
が

孤
独
死
し
て
い
ま
す
。
う
ち
３
名
が
高
齢
者
で
す
。
情
報
把
握
が
遅
か
っ
た
事
で
こ
の
数
ヶ

月
で
こ
れ
だ
け
の
方
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
回
把
握
し
た
情
報
で
今
後
、
ど
の
様

に
利
用
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
え

今
後
は
民
生
委
員
さ
ん
が
独
自
に
持
っ
て
い
る
情
報
な
ど
も
積
み
上
げ
行
き
ま
す
。

協
力
し
て
い
た
だ
く
民
生
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
災
害
時
や
健
康
状
態
把
握
な
ど
基
本
的
な
柱

を
行
政
で
決
め
て
、
ど
の
様
な
協
力
を
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
受
け
や
す
い

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

質
問

今
回
把
握
し
た
情
報
の
利
用
は
、
福
祉
部
で
利
用
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か

答
え

住
民
基
本
台
帳
は
市
民
課
を
中
心
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
高
齢
介
護
課
で
取
得
し
た

情
報
で
す
の
で
、
高
齢
介
護
課
で
利
用
し
ま
す
。

質
問

高
齢
者
情
報
の
把
握
を
と
言
っ
た
か
ら
、
高
齢
介
護
課
で
の
利
用
で
は
な
く
、
庁
内

全
て
の
部
署
も
情
報
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。
私
の
数
年
前
の
質
問
で
「
公
民
館
利
用
者
情
報

一
覧
を
作
成
し
て
冊
子
や
Ｈ
Ｐ
で
情
報
提
供
を
」
と
要
望
し
て
社
会
教
育
部
で
作
成
し
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
作
っ
た
か
ら
終
わ
り
で
は
な
い
。
そ
の
情
報
を
ど
の
様
に
利
用
・
市
民
発

信
す
る
か
ま
で
考
え
る
べ
き
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
市
長
、
高
齢
者
把
握
で
す
が
、
緊
急
性

が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
早
急
に
や
る
べ
き
で
は
？

答
え

死
者
が
３
名
し
か
も
孤
独
死
と
は
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
現
実
的
に
高
齢
者
は
非

常
に
危
険
な
状
態
で
す
。
何
ら
か
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
持
た
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
緊
急
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問

災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
は
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
各
部
長
も
ご
存
知

の
通
り
、「
手
上
げ
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
で
行
っ
て
い
る
市
も
あ
り
ま
す
。

答
え

国
か
ら
要
援
護
者
の
項
目
を
明
記
し
ろ
と
の
通
知
も
あ
り
ま
し
た
の
で
来
年
４
月
か

ら
の
第
四
次
の
地
域
福
祉
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
行
き
ま
す
。

質
問

国
か
ら
の
通
達
が
な
い
と
進
ま
な
い
と
は
、
や
る
気
が
見
え
な
い
。
高
齢
者
の
現
状

把
握
を
早
急
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
要
望
で
は
な
く
要
請
で
す
。

高齢者の状況を把握すると・・・

高齢者の健康状態・声かけなど民生委員の確実な情
報把握・災害時や震災時の本人確認・引きこもり防
止・趣味やレクレーションなどの確実な情報伝達

接する機会が増えると、行動範囲が広がり高齢者
の経験を生かして、児童などとの交流が増える

人との接触を促進（行政・民生委員などから）

高齢者が地域住民と接する機会が増える

児童などの他
世代に対する
コミュニケー
ション能力が
向上する

高齢者が元気
になると、病院
へ行かなくな
り、保険料負担
が抑えられる

地域住民が顔
見知りになれ
ば防犯などに
もなり予算削
減も可能



昭和４８年１０月１４日（３５歳）
身長１８３ｃｍ 体重８０ｋｇ
2003年 ２９歳・初当選
2007年 ３３歳・２期目当選
現在の役職
政策の会 代表
総務委員会副委員長

都市計画評議委員

東京たま広域資源循環組合委員

質
問
元
気
な
東
大
和
再
生
プ
ラ
ン
の
市
民
参
加
体
制
づ
く
り
と
は
ど
の
様
な
も
の
な
の
か
？

答
え
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
市
民
の
方
々
の
参
加
を
頂
き
な
が
ら
行
政
運
営
を
す
る
と
の

目
的
を
持
っ
た
も
の
で
す
。

質
問
そ
の
考
え
な
ら
ば
、
道
路
や
公
園
な
ど
を
地
域
住
民
・
団
体
が
管
理
す
る
「
市
民
参
加
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
定
管
理
制
度
」
を
提
案
し
ま
す
。
説
明
の
前
に
一
言
話
し
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
力
（
自
治
会
な
ど
）
を
高
め
る
と
同
時
に
市
民
参
加
に
よ

る
管
理
費
用
の
予
算
削
減
も
可
能
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
行
政
が
あ
る
場
所
の
管
理
者
を
住
民
か
ら
募

集
し
ま
す
。
そ
の
募
集
を
見
た
地
域
団
体
・
自
治
会
が
独
自
に
提
案
を
行
い
、
管
理
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
長
く
続
け
て
ゆ
く
為
に
は
、
あ
る
程
度
の
対
価
が
必
要
で
、
そ
の
様
な
財
源
が
あ
る
事
に
よ
り
地

域
団
体
や
自
治
会
の
運
営
な
ど
も
行
い
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
現
在
１
０
０
万
円
か
か
っ

て
い
る
管
理
費
用
の
半
分
ま
た
は
三
分
の
一
の
金
額
で
行
っ
て
頂
く
地
域
住
民
が
管
理
す
れ
ば
地
域
に

愛
着
輪
沸
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構
築
も
可
能
で
す
。
こ
の
提
案
を
ど
の
様
に
考
え
ま
す
か
？

答
え
今
の
ご
提
案
は
第
３
次
基
本
計
画
補
正
の
中
で
市
民
力
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
の
推
進
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
後
期
の
中
で
十
分
検
討
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
今
回
の
提
案
内
容
も
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
な
ぜ
市
民
提
案
型
な
の
か

と
言
う
所
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
こ
の
様
な
管
理
を
役
所
側
か
ら
お
願
い
す
る
様
な
形
で
行
う
と

嫌
々
管
理
を
行
う
と
言
う
事
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
各
自
治
会
や
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
率
先
し
て
提
案

す
る
と
言
う
事
で
す
と
、「
や
る
気
」
の
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
現
在
は
業
者
委
託
し
て
い
る
場
所
を
市

民
団
体
が
管
理
を
す
る
。
業
者
で
あ
れ
ば
仕
事
で
す
か
ら
最
後
ま
で
執
行
し
ま
す
が
、
市
民
団
体
だ
と

「
や
る
気
」
が
な
い
場
合
、
途
中
で
管
理
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
は
、
余
計
な

予
算
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
提
案
型
管
理
で
予
算
の
半
分
・
三
分
の
一
の
金
額
で
行
っ
た
場
合
、

今
後
の
事
を
考
え
て
あ
ま
っ
た
予
算
を
新
し
い
基
金
に
貯
蓄
す
る
な
ど
は
可
能
で
す
か
？

本
当
に
新
し
い
提
案
で
あ
り
ま
す
の
で
、
予
算
の
執
行
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
事
例
的
な
も
の
も
含
め
調
査
し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

八
王
子
な
ど
は
、
国
道
２
０
号
の
清
掃
な
ど
を
地
域
住
民
が
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
多
く
の
住
民

団
体
が
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
最
構
築
も
考
え
た
提
案
で
す
。
今
ま
で
の
話
を
聞

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
え
今
の
時
代
市
民
力
が
非
常
に
弱
い
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
遅
れ
て
い
る
と
言
う
事
も

あ
り
ま
す
。
今
後
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
市
民
力
の
発
揮
の
努
力
を
す
る
必
要
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き

ま
す
。
今
後
、
担
当
職
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
自
治
会
・
ま
た
は
団
体
に
お
願
い
か
つ
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

要
望
早
急
な
検
討
・
実
行
を
願
っ
て
い
ま
す
。
東
大
和
市
の
財
政
を
考
え
る
と
来
年
度
に
は
行
っ
て
欲

し
い
で
す
が
、
今
は
十
二
月
議
会
で
す
か
ら
、
一
番
早
く
て
再
来
年
の
予
算
策
定
の
段
階
で
実
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

関野たかなり

発行：関野杜成後援会

問い補助金制度ですが、事業内容により必要なものには、継続的に補助をしなけ

ればいけないと思いますが、そうでない者も継続的に補助をしている様に感じま
す。一度補助金決定されれば既得権の様にもらえるというのはどうかと思いま

す。私が考える補助金の趣旨は、言葉の通り足りない部分を補助する事だと考え
ます。補助金を受け取っている団体は、最終的には自立することを目的として行

う必要があり、行政側もその趣旨で行うべきです。再検討を行うことと新しい補
助金の制度を提案します。これは山形市で行っている制度ですが、内容を説明し

ます。地域のために活動をしようと考えた市民団体が、当初の活動資金を得るた
めに、市民審査員などの前で活動内容のプレゼンテーションを行い投票してもら
って決定する補助金申請制度があってもいいと考えます。財源は税金も投入しま

すが、優良企業や市民からの寄付金も財源とします。もちろん寄付を頂いた方に
は、税金の控除のメリットをつけます。そのことにより寄付金が集まると思いま

す。寄付の方法も、環境・福祉・教育・地域活性など分野別に寄付できる様にす
るのもいいでしょう。申請団体がどの分野に入るのか？寄付を頂く市民がどの様

な活動を行って欲しいのかなどもわかります。この様な寄付金制度ですが、創設
できませんか？

答え補助金制度を新たに行うとなると当然財源が必要になります。現在の財政状

況では難しいと思います。また既存の補助金も役割を終えたものは再検討を行う

必要もあります。ただいま、ご提案
頂いた補助金は、市民からの寄付に
よる財源を充当するとの提案ですの

で、市民活動に伴う補助金と同時に
実施されている山形市などに、担当

部として是非調査をしてみたいと思

います。

提案内容が実施されると

団体からの補助金申請

申請団体プレゼンテーション

審査員は

申請団体・行政職員・市民募集審査員

組織票を無くす為、１人５票の投票（1団体 1票）

で、投票数の多い上位数団体に交付を決定

決定・交付

財源は、税金や企業・市民からの寄付金をあてる。

企業・市民が寄付をすると、寄付金の金額によっ

て税金の控除が受けられる。

3月議会は、3月 3日から始まります。

私の一般質問の順番は、13 番目です。

予定では、10・11 日頃に一般質問を行

います。お時間のある方は、傍聴をお待

ちしています。なお、日程は予定です。

10日頃に事務局に確認して下さい。
０４２－５６３－２１１１（内線２００２）


